
　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる コンビニ（経営者） ・競合店がオープンしてから多方面にわたって努力している
ため、その効果が出る。

自動車備品販売店（営
業担当）

・８月末にオープン予定の大手メーカーの新系列の店舗の前
評判が非常に良い。通常ならば車検前に乗り換えていた客
が、新系列の店舗のオープンを待って車検を行うケースも多
い。新聞やマスコミにも取り上げられて宣伝効果もあるの
で、新車の販売量は増加する。

通信会社（経営者） ・仕事自体が次々に増えてきていることから、先行きに期待
できる。

遊園地（経営者） ・新設したプールが本格的に稼動するので期待できる。
やや良くなる 一般小売店［衣服］

（経営者）
・今年は、梅雨に一定の雨が降り、夏の暑さもあるという
はっきりした気候で、季節商品が順調に売れていくので期待
できる。

一般小売店［コー
ヒー］（営業担当）

・新規出店が相次いでいるほか、出店に際しては、個人営業
店以外に大手チェーン店の参入があったことから、今後は店
舗が拡大する。

百貨店（売場主任） ・全館改装を秋に実施予定であるが、以前ほどの大きな改装
効果は期待できないものの、非効率ブランド、商品の排除に
より新ブランドを展開する予定なので、現状より期待は持て
る。

百貨店（企画担当） ・店内改装が間もなく完成することから、集客効果に期待で
きる。

百貨店（営業担当） ・高級時計、ブランド品、リビング品などへの潜在的な購入
ニーズが実行に移され、買物がスパイラル的に増加してい
く。

スーパー（経理担当） ・客はこれまで低価格志向であったが、健康志向の食料品な
どが注目を浴びるようになるなど、注目すべき傾向がみられ
る。客は安さだけではなく質の良い商品に流れているので、
先行きは良くなる。

コンビニ（経営者） ・コンビニ業界は飽和状態にあるため、商品の独自性で差別
化を図る必要があるが、当店では最近弁当類に再び独自性が
出てきたため、客が戻ってくる。

衣料品専門店（営業・
販売担当）

・秋冬物オーダースーツの引き合いや、入荷待ちの客が増加
しており、先行きに期待できる。

家電量販店（経営者） ・デジタル放送の関心が高まるなか、メーカーの新製品発売
が重なり、消費マインドを刺激する。

乗用車販売店（経営
者）

・新車の販売が好調で、それに伴い車検台数も増えているこ
とから、先行きに期待できる。

乗用車販売店（営業担
当）

・更に競争が激しくなるとは思うが、近隣の拠点は調子が良
いので、それを合わせると少し良くなってくる。

スナック（経営者） ・夏はＤＭなどでコミュニケーションを図るチャンスがある
ため、それによって秋には来客数が増える。

都市型ホテル（役員） ・９月は３連休が２回あるほか、久しぶりに宿泊部門を中心
に予約状況が好調であることから、レストラン部門の先行き
は不透明であるものの、全体としてはやや良くなる。

旅行代理店（経営者） ・愛知万博終了後に客がどう動くのかという不安要素はある
ものの、売上は前年を確実に上回る。

タクシー運転手 ・気温の上昇とともに、客の乗車機会は確実に増加してい
る。

通信会社（経営者） ・各電話会社は今後の競争に向けて力を蓄えているが、この
ところの長期的な販売低迷を受け、秋に若干の刺激策を打っ
てくる可能性がある。

観光名所（経理担当） ・５月頃より愛知万博の影響が大きく、来客数、売上が落ち
込んでいる。この８月の夏休みも大きく影響を受けるが、愛
知万博の終わる９月の中旬ごろからは、少しずつ客足が戻
る。

その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・プロ野球の試合数半減の影響が大きく、来場者はかなり減
少している。しかし、８、９月には人気アイドルグループや
人気歌手のコンサート、格闘技トーナメントの開幕戦が開催
されるので、来客数は増加する。

美容室（経営者） ・店周辺の人口が増えてきているので、現在よりは良くな
る。

家計
動向
関連



その他サービス［生命
保険］（営業担当）

・景気の回復に伴い、ここ数年来高水準だった解約件数は完
全に落ち着き、回復基調となっている。さらに、介護、医療
など第３分野商品の販売が堅調に推移する。

その他住宅［情報誌］
（編集者）

・秋以降に超大型マンションが大量に供給される予定であ
り、その広告量の多さや話題性で、しばらくの間は客の動き
が活発になる。

変わらない 商店街（代表者） ・各店舗との話合いで早めている閉店時間を、業種により少
し延長して営業しているが、売上につながらない。先行きは
非常に厳しい。

一般小売店［時計］
（経営者）

・近隣には４月にオープンしたばかりの大型ショッピング
モールがあるが、その影響で既に店を閉じたところが出てき
ている。かなり早い閉店であるが、まだ増えるかもしれない
という噂もあり、予断を許さない状況が当分続く。

一般小売店［酒］（経
営者）

・最近は好調なので現状維持が予想される。また、総合病院
が近隣にオープンするため、スタッフ関係の利用が期待され
る。

一般小売店［精肉］
（営業担当）

・明るい材料もなく、イベントを行ってもあまり効果がな
い。さらに、近隣のデパ地下や大型量販店に押され気味であ
り、今後も厳しい状況が続く。

一般小売店［精肉］
（管理担当）

・８月に予定されていた米国産牛肉の輸入解禁も延期され、
先行きが不透明である。年末まではこの状態が続く。

一般小売店［衣服］
（経営者）

・７月に入り、来客数や客の購買意欲が低下している。夏場
は衣料品に不利な時期ではあるが、夏以降も先行きは不透明
である。昨年は９月以降市況が急に悪化し、今年もそれが繰
り返されるのではないかという懸念がある。

百貨店（売場主任） ・残暑が厳しくなければ秋物商戦が前年の水準をクリアする
可能性はある。高額品に関しては大きな動きはない。

百貨店（売場主任） ・玩具売場ではヒット商品が出れば完売するなど、本物志向
への移行が顕著にみられる。これから悪くなる要素は特に感
じられない。

百貨店（経理担当） ・今は全体に売れているが、ブランド間の格差は大きく、ど
の顧客層も良いというわけではない。今はボーナスに後押し
されていることから、秋以降に今の好調がさらに拡大すると
は考えにくい。

百貨店（営業担当） ・一部の高額商品が動き始めているが、２、３か月後には現
状と同じような推移となる。

百貨店（サービス担
当）

・下半期は売場改装前の売りつくしセールを大々的に展開す
ることで、当初は売上が確保できるが、リニューアルオープ
ン後の売上目標達成は難しい。ただ、全体的には前年の売上
の達成は可能である。

スーパー（経営者） ・秋には再び農産物の相場下落が予想されているほか、大型
スーパーの出店が相次ぎ、チラシなどの販促攻勢が行われる
ことが予想される。

スーパー（店長） ・レジャーなどの娯楽や衣料品などにお金を回す分、食料品
は購入量を維持しながら特売などを利用して金額を下げるこ
とが予想され、全体では変わらない状態が続く。

スーパー（経理担当） ・梅雨明け後のトレンドから、売上は底堅いと思われるが、
早くも台風が上陸するなど天候面での不安はある。また、野
菜の売行きの低迷も当面続きそうな状況である。

コンビニ（店長） ・当面の既存店売上については対前年比マイナス２～３％で
推移する。他業態、同業態との競合は今後も続くことから、
前年水準の確保の見通しは立てにくい。

衣料品専門店（経営
者）

・小売店もメーカーも売れ筋商品を作っていないので、バー
ゲンセールで売れ筋商品を出すのは難しい。また、プロパー
の時期には売り切ったら終わりで、追加では売れない状態が
続いていることから、厳しい状況が続く。

家電量販店（企画担
当）

・昨年は猛暑でオリンピック需要があったように、今年も薄
型テレビに話題性があるものの、競争激化で厳しい状況が続
く。

乗用車販売店（営業担
当）

・原油高の影響でユーザーは低燃費車を望んでいるが、買換
えるほどの節約にはならないので期待はできない。

観光型ホテル（経営
者）

・先の予約状況では、８月は愛知万博の影響もあってかなり
悪いが、９、10月は前年の予約人数を少し上回っている。し
かし、宿泊単価、消費単価は依然として低下し続けている。

観光型旅館（団体役
員）

・愛知万博など他のエリアとの競争が、この夏から秋にかけ
てますます激化してくる。



旅行代理店（広報担
当）

・申込人員数は少しずつ伸びてきたが、相変わらず財布のひ
もは固く、売上が好調だというわけではない。この状況は年
末年始まで続く。

タクシー運転手 ・大手企業の周辺では夜になると人が少なくなることから、
厳しい状況が続く。

タクシー会社（経営
者）

・タクシーの需要については今が底である。どうしても必要
なときは乗車し、それ以外は他の交通機関を代用する習慣が
できていることから、今後もこの悪い状態で推移する。

通信会社（店長） ・ボーナスシーズンを迎えたが、あまり販売に影響がみられ
なかったことから、厳しい状況が続く。

通信会社（社員） ・デジタル放送の再送信は、他の通信事業者も対応できるよ
うに国が認可しつつあるなど、ライバル企業の増加につなが
ることから、状況の悪化が懸念される。

観光名所（経理担当） ・大型イベントを開催中だが、来客数は増えつつあるもの
の、財布のひもはまだまだ固いことから、先行きには期待で
きない。

住宅販売会社（経営
者）

・地価は一時の上昇傾向から安定傾向となっている。物件の
品薄感は変わらないものの、新規物件の供給も多いとはいえ
ず、契約件数は伸び悩んでいる。今後も新規物件の供給は期
待するほど増える見込みがないため、この状態がしばらく続
く。

住宅販売会社（経営
者）

・都市圏での不動産流通量の増加が予想されるが､それ以外
はまだまだ不透明である。

その他住宅［展示場］
（従業員）

・新築住宅市場では、政府が賃貸及び既存住宅を重視する政
策に転換した後、伸びる要素が見当たらない。

やや悪くなる 百貨店（売場主任） ・同じ商圏に百貨店がオープンする９月以降は競争が激化
し、販売量での苦戦が予想される。ただし、在阪球団の優勝
などが起これば、大阪地区全体の活性化に結びつく。

百貨店（売場主任） ・京都地区においては百貨店閉鎖のニュースが衝撃となって
おり、今後百貨店業界には逆風が強まる。

住関連専門店（経営
者）

・夏休み期間向けのイベント需要が一段落した後、店舗用需
要については引き続き低迷する。

都市型ホテル（支配
人）

・各部門の予約動向が低調であるほか、間際予約も伸びてい
ない。単価も依然として厳しいことから、下落基調が続く。
さらに、９月には近隣にホテルがオープンするため、競争が
激化する。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宴会関係は先行予約が順調であるが、定例の団体客も経費
削減で単価の切下げ依頼が目立つ。婚礼、客室の予約状況は
前年の水準を大幅に下回っている。単価の引下げや、新しい
企画の仕掛けにも反応がない。

都市型ホテル（営業担
当）

・宿泊は８月の個人客が動き出したところであり、これから
伸びていくと思われるものの、前年同様に動きが鈍い。ま
た、夏休み期間の愛知万博の影響が懸念される。宴会に関し
ては、７月ほどの落ち込みはないが、婚礼、一般宴会が相変
わらず伸びておらず、厳しい状況である。

ゴルフ場（経営者） ・８、９月の予約状況があまり芳しくない。
競輪場（職員） ・今月に特別競輪が開催されたが、前月開催の特別競輪に比

べると売上がわずかに減少するなど、いまだに良くなる兆し
がない。

悪くなる 商店街（代表者） ・夏物商戦の結果をみると期待できない。
百貨店（店長） ・昨日の新聞でも人口の減少に関する記事が出ていたが、和

歌山においても今後人口が増加することはなく、そのなかで
競争が激しくなる。

衣料品専門店（経営
者）

・服装に対するＴＰＯの常識が崩れているため、需要が落ち
込む。

競輪場（職員） ・10月は南大阪地域で秋祭りが開催されるが、前年の傾向か
ら考えると悪くなる。また、最近の売上も低迷を続けている
ことから、先行きで良くなる材料がない。

住宅販売会社（従業
員）

・今までは、土地価格の上昇に対して利益率の引下げなどで
調整していたが、急激な価格上昇でマンションの販売価格へ
転嫁せざるを得なくなっていることから、契約率の低下が懸
念される。

良くなる 建設業（経営者） ・これから更に受注が増える予定である。
やや良くなる 食料品製造業（経理担

当）
・新製品の製造に活気が出てきている。

木材木製品製造業（経
営者）

・新たな事業での受注が発生して売上が増えているほか、利
益率も良いため、今後の業績向上に貢献する。

企業
動向
関連



金属製品製造業（営業
担当）

・取引先からは、９月以降仕事が増えるという情報がある。

電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・来月に薄型テレビの新製品ラインアップが登場するため、
市場も活気づきそうである。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・競争見積で、従来のような安値まで下がることはなくなっ
たことから、先行きに期待できる。

建設業（営業担当） ・好立地の不動産の売却が少ないほか、余剰資金の存在に
よって地価が上昇しており、先行きに期待できる。一方、テ
ナント賃料などは引き続き低水準であることから、今後の土
地価格の動向には注意が必要である。

金融業（営業担当） ・不動産賃貸業のほか、製造業、卸売業、建売業、分譲マン
ション販売業、建築業など、あらゆる業界で売上の増加が今
後も続く。

不動産業（営業担当） ・不動産ファンドなどの買手が非常に多くなっているので、
マンションの仕入価格や土地の価格も更に上がると思われ
る。ただ、マンションの販売価格は上がっていないので、景
気の上昇は若干の動きにとどまる。

新聞販売店［広告］
（店主）

・折込広告の内容から家電量販店の競争が激しいようにみえ
る一方、折込広告の数が増えていることから、先行きに期待
が持てる。

変わらない 食料品製造業（従業
員）

・現在は秋口の商談に入って棚割が始まっており、各社は新
商品の発売で売上を確保しようとしているが、なかなか採用
されないのが現状である。それに対して安売りで販売量を増
やす企業が増えると、業況が悪くなってくる。

繊維工業（総務担当） ・中国人民元の切上げ幅が２％と低かったので、近い将来へ
の影響はほとんどない。

パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・顧客、同業者、仕入先からの話に変化はないが、原油価格
が更に上昇して原料や材料が値上げの方向となれば、製品価
格を上げるために苦労することになる。

化学工業（経営者） ・各得意先で前向きな話が増えているが、原材料メーカーの
統廃合が進行中で、再度の値上げ要求もこれまでになく強気
であることから、先行きは厳しい。

金属製品製造業（経営
者）

・一般品と高級品の格差がますます広がり、二極化の動きが
明確になる。

金属製品製造業（総務
担当）

・９月までの上半期の受注については、ある程度見込みどお
り推移するが、10月以降については全く先がみえない状態で
ある。

一般機械器具製造業
（経営者）

・17年度の注文は３月末分まで受注済みであり、特にそれ以
上の拡大は考えていない。この間に設備更新の検討を行う。

電気機械器具製造業
（経営者）

・最近では中国人民元の切上げがあったが、ここしばらくは
状況が大きく変わるものでもなく、自動車、家電での設備投
資の動きは変わらない。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・家電の分野で新しい定番商品が出るなど明るい兆しがみら
れるが、全体を押し上げるまでの勢いはなく、今より多少良
いかほぼ同じ水準である。

建設業（経営者） ・公務員や大企業は別にして、地方の中小企業では給与、賞
与とも控えている状況は変わらず、今後も住宅の建築に大き
く予算を割ける客層は少ない。

建設業（経営者） ・原油の値上がりに伴って、建設資材の高騰が予想される。
工事契約後の高騰であれば、建設会社が値上がり分を吸収し
なければならない。

輸送業（営業所長） ・９月以降は輸入貨物の荷動きも良くなるが、顧客から運賃
の値下げを要請されていることから、先行きが不透明であ
る。

輸送業（営業担当） ・業界では燃料価格高騰による運賃見直しが話題となってい
るが、すぐに結果は出ない状況であり、先行きは不透明であ
る。現状は下請先も運賃を比較しながら仕事選びをしてお
り、配車手配に苦労している。一方、一般貸切りについて
は、大きな変化はない状態である。

広告代理店（営業担
当）

・クライアントの状況をみていると、しばらくは良い状態が
続く。

広告代理店（営業担
当）

・広告量は微増であるが、発注先は決まっており、新たな先
が増えていないことから、先行きには期待できない。

司法書士 ・新規の会社設立が多少みられるものの、このままの状況が
続くかどうかという判断材料がない。

その他サービス業［イ
ベント企画］ （経営
者）

・新規案件の引き合いが増えてきていることから、好調が続
く。



やや悪くなる 窯業・土石製品製造業
（経営者）

・包装紙材、原材料、重油などの高騰が製造コストの大幅な
増加につながっており、各社で値上げを要求しようとする動
きが出ていることから、先行きは悪くなる。

一般機械器具製造業
（経営者）

・引き合いの多くで実行が保留される傾向が続けば、受注残
の急減となる。

輸送業（営業担当） ・取引先の配送地区の見直しにより、新店舗ができる地区を
任されたが、秋の出店予定が来春に延期されたため、予想よ
りも配送量がかなり減少する。

金融業（支店長） ・運送業では、原油価格の高騰が販売価格に転嫁できないの
で、この状態が続く限り良くならない。

その他非製造業［民間
放送］（従業員）

・スポット広告の出稿予想が、ここ数か月は前年比90％程度
で推移する見込みである。スポンサーの出稿を促すような
ビッグイベントもなく、上向きに転じる要因は見当たらな
い。

悪くなる 通信業（営業担当） ・本来必要な人員も削減し、さらに残業も制限されているた
め、社員のモチベーションが低下し、仕事の質が下がること
も予想される。また、買手の当社離れも懸念される。

良くなる 人材派遣会社（社員） ・求人数が増えており先行きにも期待できるが、求職者数は
減少していることから、クライアントに良い人材が紹介でき
ていない状況である。

やや良くなる 人材派遣会社（営業担
当）

・新規の求人数が前年比２けた増となるなど、企業は依然と
して優れた人材の確保を進めている。例年は夏期に落ち込む
はずの短期的な需要も増加傾向にあり、先行きに期待が持て
る。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・７月ごろから10月にかけて毎年求人は増えるが、今年は昨
年より少し周辺企業の動きが活発になりそうな気配があるな
ど、勢いが出てきた。

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・人材派遣会社ではスタッフ派遣に対する要請が増えてお
り、今後も増加することが予想されるが、その一方で媒体の
種類を問わず人が集まらない状態が続いている。

職業安定所（職員） ・大手電機メーカーの姫路工場でフラットパネル・ディスプ
レイ量産工場の建設が予定されるなど、周辺地域における工
場の新設計画があり、地域の雇用の増加が期待される。ま
た、計画段階ではあるが、企業の設備投資が拡大傾向にある
ことから、今後も業況の改善が続く。

職業安定所（職員） ・有効求人倍率がおよそ13年ぶりに１倍台となり、求職活動
を行う上では、かなり環境は改善してきている。また、情報
通信業など一部の職種では、求人の需要が多く、なかなか充
足しにくい状況ではあるが、その点からも企業の経済活動の
活発さがみられる。

職業安定所（職員） ・以前のような余裕のない求職者は減少し、大半の求職者は
十分に余裕を持って仕事を探していることから、先行きに期
待が持てる。

職業安定所（職員） ・有効求職者数が対前年比で26か月連続減少しているほか、
有効求人数が２けたを超える割合で増加している。また、
パート求人から一般、フルタイム求人への切替えがみられ
る。

職業安定所（職員） ・今月は求人が対前年比で再び増加に転じた。その内訳とし
て、初めて求人する新規求人と、以前求人していたが有効期
限切れとなり、今回再び求人する更新求人があるが、このう
ちの新規求人の増加が目立っていることから、先行きはやや
良くなる。

民間職業紹介機関（営
業担当）

・クライアントの営業方針が積極的になってきている。

学校［大学］（就職担
当）

・今後、夏採用、秋採用を予定している企業が多いほか、採
用活動が長期化しても優秀な学生を確保する方針がみられ
る。

変わらない 人材派遣会社（経営
者）

・かなり高度なスキルを持った人に限定した採用依頼が増え
てきている。企業は才能のある人だけを必要としており、今
後もこの状況が続く。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・８、９月の新聞広告紙面の状況は前年とほぼ変わらないた
め、現状のまま推移する。

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・新聞の求人広告は低迷した状態で安定しており、特に明る
い材料は見つからない。

民間職業紹介機関（職
員）

・アスベスト問題は建設現場で多く就労してきた日雇い労働
者にも衝撃を与えている。しかし、除去仕事は嫌われるた
め、我々に特需的に出てくるのではないかと予想されるな
ど、求人減の材料はみられない。

雇用
関連



やや悪くなる － －
悪くなる － －


